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研究成果の概要（和文）：オーストラリア・ダーウィンにおいてアカメテリカッコウとその 2

種の宿主の調査を実施した。その結果、寄生者のヒナを宿主のハシブトセンニョムシクイとマ

ングローブセンニョムシクイが積極的に排除するという事実が世界ではじめて明らかになった。

ヒナ排除の事実はこれまでの托卵鳥研究で報告されたことはない。アカメテリカッコウはもと

もとハシブトセンニョムシクイを主要宿主として、ヒナ擬態を進化させたものであろうが、近

年、マングローブセンニョムシクイにも寄生をはじめたものと考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）： A new anti-parasitism behaviour was observed in the Large-billed 
Gerygone Gerygone magnirostris and the Mangrove Gerygone G. laevigaster which are hosts 
of the Little Bronze-cuckoo Chalcites (formally Chrysococcyx) minutillus. This behaviour, 
termed parasite nestling ejection, involves the physical removal of live parasite 
nestlings from active nests and represents a type of chick discrimination. The discovery 
of parasite nestling ejection by Gerygones represented a significant finding for 
anti-parasitic behaviour research at the nestling stage. Although the Little 
Bronze-cuckoo seemed to start parasitism to Large-billed Gerygone historically, then they 
seemed to explore the Mangrove Gerygone as a new host. 
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１．研究開始当初の背景 

カッコウとその宿主の共進化の研究は、こ

れまでヨーロッパを中心にした温帯地域の

ものに対して行われてきた。しかし、熱帯地

域におけるカッコウとその宿主の関係に関

する研究はほとんど行われてこなかった。ま

たカッコウと宿主の攻防の研究（カッコウが

宿主に似せた卵を産むことによって宿主か

らの卵排除を防ぐなど）は盛んに行われてき

が、雛段階での攻防はその証拠もなく適応的
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でないという見方からほとんど注目されて

こなかった。 

 

２．研究の目的 

雛段階での攻防という、托卵鳥と宿主にお
けるこの今までとは異なる関係がどのよう
に進化してきたのかを考えるためオースト
ラリア北西部（ダーウィン・ノーザンテリ
トリー準州）に生息するアカメテリカッコ
ウLittle Bronze-cuckooとその宿主である
ハシブトセンニョムシクイ Gerygone 
magnirostris とマングローブセンニョム
シクイ G. Levigaster を対象としてこれま
で研究されてきた温帯のカッコウとその宿
主では当たり前とされている事が、当ては
まらない事象がどのように進化してきたの
か、さらには、宿主による雛排除が本当に
LBC への対抗策であるかどうかについて、
明らかにすることがこの研究プロジェクト
の目的であった。 
３．研究の方法 

 調査の方法は、鳥の生息地であるマングロ

ーブ林において、潮の干満に合わせて、アカ

メテリカッコウの宿主であるハシブトセン

ニョムシクイとマングローブセンニョムシ

クイのナワバリマッピング、巣の探索を行い、

見つけた巣には繁殖ステージに応じて、ビデ

オと CCD カメラを仕掛けて、寄生者であるカ

ッコウの托卵状況と、宿主の行動に関するデ

ータを取った。 

 

４．研究成果 

（１）宿主２種のテリトリーは安定していて、

毎シーズン、ほぼ同じつがいが同じ場所にナ

ワバリを持って、営巣した。 

（２）宿主２種について、毎シーズン、両種

とも２０個程度の巣を発見することが出来

た。 

（３）宿主２種に対するアカメテリカッコウ

の托卵率は、非常に高く、３０〜４０％の間

で推移した。 

（４）捕食率が高いため、カッコウのヒナ、

宿主のヒナとも巣立ち成功率は低かった。捕

食者はキミドリコウライウグイスとクロモ

ズガラスがビデオ撮影によって特定された。 

（５）今回の研究ではじめて明らかになった

非常に重要なことは寄生者のヒナを宿主の

親（ハシブトセンニョムシクイもマングロー

ブセンニョムシクイも）が積極的に排除する

という事実である。 

（６）ハシブトセンニョムシクイのヒナとア

カメテリカッコウのヒナは極似しているが、

マングローブセンニョムシクイのヒナはそ

う似ていない。このことは、アカメテリカッ

コウはもともとハシブトセンニョムシクイ

を主要宿主として、そのヒナ擬態を進化させ

たものであろうが、近年、マングローブセン

ニョムシクイにもその宿主範囲を拡大して、

寄生をはじめたものと考えられる。 

（７）卵排除ではなく、ヒナを排除する行動

が進化するメカニズムについて、多重托卵が

頻繁にみられるような高い托卵率という状

況下での適応行動だと考えられる。この問題

について、その進化的意義を解明するための、

数理モデルを作成した。 
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